
‭資料１‬

‭2023年度の事業報告書‬

‭2023年4月1日から2024年3月31日まで‬

‭特定非営利活動法人まちづくりスポット仙台‬

‭１　事業の成果‬
‭　仙台北部郊外住宅地において地域や世代をつなぐ環境をつくるため、近隣の連合町内会や教育‬
‭機関との連携を進め、拠点「まちづくりスポット仙台交流スペース」を活かした交流促進事業・‬
‭コミュニティの再構成事業など、引き続き下記6事業を展開した。新型コロナウイルス感染症の‬
‭影響も弱まり、交流スペースで開催されたイベントは計257件(貸室207件/主催共催50件)・総来館‬
‭者数は昨年比から36%増しの36,687名となった。相談業務対応数も年間760件となり、高校生や大‬
‭学生による相談が増加するなど、より多様なジャンルの活動支援や、具体的な連携が進んだ。‬
‭　2023年度現在の賛助会員数および寄付件数は個人117件・団体21件となり、当法人の活動に共‬
‭感し、支援していただける方々の数は大幅に増え、2022年度からの2カ年平均で100件を超えた。‬
‭さらに支援者の輪を広げつつ、2024年度は認定NPO法人の取得手続きを進めていく。‬

‭２　事業の実施に関する事項‬
‭(1)　特定非営利活動に係る事業‬

‭事 業 名‬
‭(定款に記載‬
‭した事業)‬

‭具体的な事業内容‬ ‭実施日時‬ ‭実施場所‬
‭従事者‬
‭の人数‬

‭受益対象者‬
‭の範囲及び‬

‭人数‬

‭事業費‬
‭の金額‬

‭（単位：‬
‭千円）‬

‭地域資源の活‬
‭用促進事業‬

‭長命ケ丘小学校、公益財‬
‭団法人みやぎ環境とくら‬
‭しネットワークと連携‬
‭し、ブランチ仙台の施設‬
‭にグリーンカーテンづく‬
‭り（壁面緑化）を行っ‬
‭た。‬

‭6月1日から‬
‭12月7日まで‬

‭ブランチ仙‬
‭台EAST‬

‭職員2名‬

‭ボラン‬
‭ティア‬
‭9名（ブ‬
‭ランチ仙‬
‭台テナン‬
‭ト店員）‬

‭長命ケ丘小‬
‭学校5年生‬
‭70人‬
‭ブランチ仙‬
‭台従業員お‬
‭よび周辺住‬
‭民‬
‭30人‬

‭1,059‬

‭コミュニティ‬
‭の再構築事業‬

‭子育て支援および居場所‬
‭づくりとしてママカフェ‬
‭を開催。子ども服・絵‬
‭本・おもちゃの交換会や‬
‭子育て講座、親子で楽し‬
‭めるワークショップを‬
‭行った。‬

‭4月16日‬
‭4月26日‬
‭5月26日‬
‭6月24日‬
‭6月28日‬
‭7月26日‬
‭8月30日‬
‭9月23日‬
‭9月27日‬

‭10月25日‬
‭10月28日‬

‭11月3日‬
‭11月8日‬
‭12月6日‬

‭12月25日‬
‭1月21日‬
‭1月27日‬
‭2月12日‬
‭2月28日‬
‭3月20日‬

‭まちづくり‬
‭スポット仙‬
‭台交流ス‬
‭ペース‬

‭長命ケ丘児‬
‭童館‬

‭桜ケ丘児童‬
‭館‬

‭将監みんな‬
‭のサロン ふ‬
‭れ・ミー‬

‭職員‬
‭4名‬

‭ボラン‬
‭ティア‬
‭3名‬

‭ワーク‬
‭ショップ‬
‭講師‬
‭18名‬

‭子育て世代‬
‭を中心とす‬
‭る地域住民‬
‭1,422人‬

‭2,907‬

‭SDGsをテーマに毎月第‬
‭１土曜日にブランチ・‬
‭オーガニックマーケット‬
‭を開催。食や農業、自然‬
‭環境を考える講座やワー‬
‭クショップを行った。‬

‭4月  1日‬
‭5月  6日‬
‭6月  3日‬
‭7月  1日‬
‭8月  5日‬
‭9月  2日‬

‭10月  7日‬
‭11月  4日‬
‭12月  2日‬

‭1月  6日‬
‭2月  3日‬
‭3月  2日‬

‭まちづくり‬
‭スポット仙‬
‭台交流ス‬
‭ペース‬

‭ブランチ仙‬
‭台WEST中‬
‭央広場‬

‭職員‬
‭4名‬

‭出店者実‬
‭数‬
‭45‬

‭ワーク‬
‭ショップ‬
‭講師‬
‭3名‬

‭主に地域住‬
‭民である購‬
‭買者数‬
‭3,867人‬



‭交流スペース‬
‭を活用した交‬
‭流の促進事業‬
‭交流‬

‭まちづくりスポット仙台‬
‭の交流スペースを活用し‬
‭た貸し室によって多様な‬
‭市民活動を支援し交流を‬
‭生み出した。年間207件‬
‭の貸室利用があった。‬

‭通年‬ ‭まちづくり‬
‭スポット仙‬
‭台交流ス‬
‭ペース‬

‭職員‬
‭7名‬

‭地域住民‬
‭36,687人‬

‭3,718‬

‭宮城学院女子大学の有志‬
‭学生たちと協働して、交‬
‭流スペース内の書棚に誰‬
‭でも利用できる「小さな‬
‭図書館」を開設。‬

‭7月～3月‬ ‭まちづくり‬
‭スポット仙‬
‭台交流ス‬
‭ペース‬

‭職員‬
‭2名‬

‭学生‬
‭10名‬

‭交流スペー‬
‭スを利用す‬
‭る地域住民‬
‭80人‬

‭地域の情報収‬
‭集・発信事業‬

‭IT導入補助金」を活用し‬
‭ホームページを改修。情‬
‭報の発信を充実させるこ‬
‭とができた。またあわせ‬
‭てメルマガ配信を開始し‬
‭た。‬

‭　 7月～3月‬ ‭まちづくり‬
‭スポット仙‬
‭台交流ス‬
‭ペース‬

‭職員‬
‭2名‬

‭まちスポ仙‬
‭台会員‬
‭160人‬
‭及び‬
‭ホームぺー‬
‭ズ閲覧者‬
‭1242人‬

‭2,775‬

‭地域振興の担‬
‭い手連携事業‬

‭連携協定を結ぶ宮城学院‬
‭女子大学の学生との協働‬
‭イベントを実施した。‬

‭12月 9日‬
‭1月16日‬

‭まちづくり‬
‭スポット仙‬
‭台交流ス‬
‭ペース‬

‭職員‬
‭2名‬

‭学生‬
‭20名‬

‭地域住民お‬
‭よび‬
‭近隣高校生‬
‭470人‬

‭3,600‬

‭県立泉館山高校及び宮城‬
‭学院高校での「総合的な‬
‭探究の時間」における生‬
‭徒支援および情報提供を‬
‭行ったほか、地域で活動‬
‭する団体を招き生徒と交‬
‭流する「地域団体交流‬
‭会」を実施した。‬

‭4月28日‬
‭6月  9日‬
‭6月14日‬
‭9月15日‬
‭8月  5日‬

‭10月13日‬
‭10月21日‬
‭11月10日‬
‭11月17日‬
‭12月15日‬

‭2月  2日‬
‭3月15日‬
‭3月18日‬

‭泉館山高校‬
‭および宮城‬
‭学院高校の‬
‭各教室およ‬
‭び体育館‬

‭職員‬
‭6名‬

‭協力団体‬
‭24団体‬

‭泉館山高校‬
‭1学年及び2‬
‭学年‬
‭宮城学院高‬
‭校1学年‬
‭計840人‬

‭郊外住宅地で進む様々な‬
‭市民活動を応援するため‬
‭の助成金「まちスポ仙台‬
‭チャレンジ助成金」を設‬
‭け、7団体に助成した。‬

‭10月1日か‬
‭ら3月15日‬
‭までの期間‬

‭まちづくり‬
‭スポット仙‬
‭台交流ス‬
‭ペース他各‬
‭所‬

‭職員‬
‭6名‬

‭助成団体‬
‭7団体‬

‭安心・安全な‬
‭まちづくり事‬
‭業‬

‭仙台市泉区より委託を受‬
‭け、泉松陵高校と地域‬
‭（松陵地区）による事業‬
‭を支援した。10月の交通‬
‭安全マナーアップキャン‬
‭ペーンの実施を軸に、高‬
‭校生と地域の方々との協‬
‭働を支援した。‬

‭7月  5日‬
‭7月24日‬
‭8月  7日‬
‭9月21日‬
‭9月27日‬

‭10月16日‬
‭11月16日‬
‭11月24日‬
‭12月25日‬

‭泉松陵高校‬
‭及び‬
‭泉区鶴が丘‬
‭町内‬

‭職員‬
‭2名‬

‭泉松陵高‬
‭校教職員‬
‭2名‬

‭松森・鶴‬
‭が丘連合‬
‭町内会及‬
‭び泉松陵‬
‭連合町内‬
‭会役員10‬
‭人‬

‭泉松陵高校‬
‭生徒‬
‭720人‬

‭松森・鶴が‬
‭丘連合町内‬
‭会及び泉松‬
‭陵連合町内‬
‭会住民‬
‭50人‬

‭1,522‬

‭長命ケ丘東町内会と協働‬
‭し通信アプリLINEを利用‬
‭した「見守りサービス」‬
‭の開発を進めた。‬

‭5月  1日‬
‭6月13日‬
‭8月  8日‬

‭11月27日‬
‭2月17日‬
‭3月11日‬

‭まちづくり‬
‭スポット仙‬
‭台交流ス‬
‭ペース‬

‭職員‬
‭2名‬

‭長命ケ丘‬
‭東町内会‬
‭関係者及‬
‭び社会福‬
‭祉協議‬
‭会、民生‬
‭委員‬
‭7名‬

‭長命ケ丘東‬
‭町内会住民‬
‭190人‬

‭(2)　その他の事業‬
‭実施なし‬


